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米国 に於 け る醗酵薬品 の 生 産状況

　 BEESCH 　S．　C 　 and 　SHULI ．　G ．　 M ．執筆 に か か る醗

酵 の 綜説中 よ り抜萃 し た （lnd．　Eng ．〔】hcm ．47，1858

（1955）
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合成有機薬 晶部 発表 よ り ）　 （寺本） 　麦酒 酵 母

阻 睿 す る

ラム陽性 菌に対 す る抗 生物質 　の 効果 　　sTRANDKov 　E

B ．＆BocKELMANN　J．　B。： 　　JJ

t ． 　Brew ． 61 ，237 （ 1955 ） 　

酒醍 造用酵母を侵害す るグ ラム陽性梓菌として laetobae ． 　 Pa

orianus ， 同 球 菌 と して直 接 分 離株2株 に つ

ll 種 の 抗 生 物質 の 静 菌並 び に 殺 菌効果 を試験し た ． その内
最

有 効なもの と して Penicillin と Nec − mycin

実 用 的 に 利用 し得 ら れる ． 即ち 1 ． 0 μ g ！ mI で 両

者 は 殺 菌 効果を 示 す． し かし実 際醗酵中ではややそ の 効 果は

る ． ま た 両 抗 生 物 質 共 loo 　 Ptg ／ml 以下 で は

母の醗 酵作 用 には阻害

及 ぼ き な い．　　　（ 寺本） 　 麦 酒醸造に 於ける 熱消費 　　MURR

　 M、　V．　and 　BROADBENT 　 S，　R．：

　　 J ． Inst ．　Brcw ． 6 且 ， 292 （ 1955 ）

　 英国 に 於け る 1952 年 度に 於 けるビー ル
生 産は 2 ・

ｭ バ ーレル，そのため65 万 t の石炭消 費 で ，ビール1バ

レル 当 り 30 〜1501b の石炭 消 費平 均 し て 50 … 6

b と な つ て い る．全 英国を 通 じ 20 工 揚 を選択し

の 熱 消費 状 況 を見 た の で あるが 工場規 模 の 大 き さ

より 差 異 が あ り 1 バ ーレ ル麦酒 生産に当り 年産10 万バーレ
ル生

Y以
上
の大き い 工 揚で は 平 均 6． 2therm （i 　therm 　・

45 ， 300cal ）そ れよ

小さい形 で は 8 ． 5therm とな つ て い る （ 電

等 も これ に 換算

t 　標準作

に 於け る 各 操 作

よ る最低 熱 必要

は 下 表

如くである ．
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製晶加 熱黼 雛
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　 ホ ツ プ 煮 沸

　麥 芽 汁 冷 却

　醗　　　酵

　醗酵 槽 蒸 熱 洗 滌

　穀　類 乾 　燥

1．55LooO

．25

0．450

．480

．060

．280

．13

　実際工 揚 の 熱消費とこ の 最低熱必 要量との 比 が そ の

工 揚 の 総 熱効率 と な る．　　　　　　　　 （寺本 ）

　Aspartlc 　 aeld の 利 用 に 対する Gtutamic 及び

　 Cyst ●lc　 acld の 阻 甞性 の 比 較

　　 RAvEL ，　J．　M ．　et　al ： Arch ．　of 　Bioch．　 and

　　B 重oph ．54
，　541　（1955）

　 Leuc．　 desctraniCum　8086 （L．　dex，） 汲 ぴ Lact．　 arabi
−

mos μ s　17−5 （ム ar．） を 対 象 と し て glutam ｛c　 acid 及 び

cysteic 　 acid の 阻 害性 を 比 較 し て い る．前報 （J．B・C ．

2a6，
791−1954−

， 2ag，
5S9−195弘 ） の 結果 と併 せ て ，

glutamib 　add が L．　dex．に 於 て aspartic 　 acid よ りの

threonine 及 び pyrim三dines の 生 合 成 を 阻 害 し L ．　 ar．

で は 正ysine，　threQnine 及 び あ る程 度 迄 pyrimidine の

合 成 を 阻 害す る の を 認 め，又 cysteic 　 acid が 1ysine，

threon ｛ne
，
　 pyrimidines の 合 成 を 阻 害 す る こ と を認 め

て い る．更 に 両阻 害 剤 に 就 て bicarbonate
，
　pyruvate，

oxalacetate （こ れ ら は aspartic 　 acid の 前駆 体 と な る）

の reversing 　effect を 比 較 実験 し た．　 cysteic 　 acid は

こ れ ら三 者 と競 り合 い 的 に 拮抗 す る が ． glutamic　acid

は こ れ らの 利 用 は 阻 害 し な か つ た．又 glutamic　 acid

と cysteic 　 acid は 相 乗 的 に 阻 害性 を 示 し た．これ らの

事か ら両者 の 阻害部位 は冱 に 異 る の で あ ろ うと考察 し

て い る，　　 　　　　　　　　　　　　 （橋田 ）

　Asparagln ● peptld ● s の ｛匕学 的安定 性 と代謝的

　有用性

　　MILLER
，
　 A ，　et　al ： Arch ．　 of 　Bi  h．　 and 　Bioph．

　　56，　11　（1955）

　leucyl−aspa ・ agine （L−An ），　asparaginy 】−leucine（An −

L） を GarbObenzyloxy 法 に 依 つ て 合成 し た ，　 aspara 一

録

ginyl−glycine （An −G ），　glycy！−asparagine （G −An ）も

共 に NH4 の 放 出 に 依 つ て 安定性 を し らべ た，酸 性 で

は An の a −amino 基 を ア ミ ノ 酸 で 置 換 し た peptide

が 不 安定 ，
ア ル カ リ性 で は そ の isomer （An −L，

　An −G ）

が不 安定 で あ る．

　Leuc・mesenteroides に よ る利用 性 は aspartic 　acid （A ）

源 と して L−An
，　An −L ，　An−G，　G −An は A 同等 の 効

プJあ る も asparagine （An ）そ の もの は効 力 が な い ．又

L 源 と し て 1・−An ，　An −L は 同 等 で あ る．　 G 含有 pep −

tide （G −A
，　An −G 等 ）はG そ の もの よ り活性で あ る．

Leuc・mes ・の cell −frce　enzyme を 使つ て An 　peptide
の 利 用 機 構 を 検討 し て い る，peptide は 先 づ 分割 され

て An と GorL と な りそ の 後 An が 脱 ア ミ ノ さ れ A

と して 利 用 さ れ る と 推定 し て い る ．培 地 内 の free　An

は peptide と 異 な り，　 cell 内 で 脱 ア ミ ノ き れ る位 置迄

到 達出来 な くて ， そ れ で 利用 さ れ な い と考 え られ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（僑 田 ）

会員名簿発行

昭和 31
，
2 年度用本 会 々 員名簿は 今

夏来編 集 中 の 処 ， 各 位の 御協力 に

依 り漸 く刊行 し 得 ま し た． 既 に 領

布 価（実 費）IOO円 を 御払 込 み の 方 で

未 着 の 方 は 御 通 知 下 さい ませ ，

徇未 申込 み の 方 で御 希望 の 方 が ご

ざい ま し た ら 残部が 多少あ ります

か ら何卒至 急実費 100円，送料 20円

計 120円 で 御頒 け致 します．

限定し た 部数で すか ら若 し 品切れ

の際 は御容赦
一
下 さ い ．
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